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　1 日の新規感染者が 10 万人に迫る新型コロナ第 6 波の真った
だ中，さて今回はどうなるのかと考えながら 4月の第 51 回日本
脊椎脊髄病学会の横浜の宿を探している．いろいろな学会のた
びに「今度こそは face to face の議論ができるか」と毎回期待し
ながら，なかなか実現しない．新型コロナ騒動が始まって 2 年
が過ぎようとしている．トンネルの出口はいつ見えるのであろ
うか？
　さて，今回の特集の failed back surgery syndrome（FBSS）
も，脊椎脊髄外科医にとっては出口の見えないトンネルとなる
ことがある．外科医にとって脊椎脊髄疾患の治療は，正確な診
断と確実な手術手技に尽き，そのどちらが不十分でもこの泥沼
に落ち込む可能性がある．前回本誌で FBSS が特集されたのは
2009 年，13 年前であったが，そのときには再手術手技に焦点が
当てられていた．
　今回この編集後記を書くにあたり，「そういえば一時ほど
failed back という言葉を聞かなくなったな．診断も手術も随分
発達したから」と思って，PubMed で「failed back」と入れてみ
た．すると意外なことに，論文数は年々増加傾向にあるのであ
る．そして，近年の論文では「spinal cord stimulation（SCS）」
や「neuromodulation」に関するものがかなりの割合を占めてい
た．患者数の増減は不明だが，どちらにしても FBSS が激減し
たわけではなく，ペインクリニックの先生たちにお世話になっ
ているということなのだろう．そういった目で今回の特集を眺
め直してみると，「下肢の絞扼性末梢神経障害」など比較的新し
い疾患概念を含んだ診断，「FESS」や「LLIF」など最近の手術
手技に加えて，近年発達してきた「薬物療法」や「SCS」などの
手術以外の治療法が網羅されており，大変バランスの取れた
アップデートな特集だということがあらためてわかった．
　このように知らず知らずのうちに，われわれを取り巻く環境
も変わっていく．新型コロナにおいても，現在主流のオミクロ
ン株は感染力はきわめて強いが，デルタ株に比べ重症化しにく
いともいわれ，新型コロナウイルスもそのうち風邪ウイルスの
一種になるのではないか，などの楽観論も聞かれる．横浜で春
の光に煌めく海を眺めながら，多くの先生方とお話しできるこ
とを願っている．
 （根尾昌志）
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